








考察および要約 

分娩監視装置による胎児心拍数の連続監視により,分娩時麻酔に用いられる方法および薬

剤の児に対する影響も検討が可能となった。その指標となる胎児心拍数の variability は

心拍数の調節に関与する中枢での交感神経,副交感神経両系統の活性がバランスを保って

いる時,存在すると考えられている。この variability に shortterm と long termの 2 種類

があるとされているが,現状では肉眼的なパターンの認識から判定するのが臨床的に活用

できる方法と思われる。各種の麻酔法によるこの胎児心拍数 1ongterm variability におよ

ぼす影響の検討から,すべてアプガースコアが8点以上であるにもかかわらずvariability

の低下の最も大きいNLA 変法を受けた児でその後の抑制の徴候も最も明らかに認められた

。 


